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滋賀県高島郡における横川吸虫症の疫学的研究

1．カマラによる集団駆虫成績と第２中間宿主

琵琶湖産小アユのメタセルカリア寄生状況
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滋賀県高島郡の住民には以前から蛆虫症，鞭虫症，肝

吸虫症，横川吸虫症がかなりの高率でみられることが知

られている．しかしこれらに関し近年系統だった研究が

なされていない．著者らは数年来滋賀県今津保健所管内

の住民について寄生虫症の調査を進めており，寄生状況

の概要とピランテル・パーモエートによる蛆虫の集団駆

虫成績についてはすでに報告した(KojimaeZα/､,1978)．

今回はカマラを用いて横川吸虫の集団駆虫を試みる一

方，当地方の重要な感染源と思われる琵琶湖産小アユの

メタセルカリア寄生状況並びにカワニナにおける横川吸

虫セルカリアの感染状況について経時的に追跡したの

で，その結果を併せて報告する．

者は無作為に２群にわけられた．3.09,5.09投与群と

も30分間隔で２分服させ，投薬終了から２時間後，下剤

として硫酸マグネシウム109を投与した．駆虫した日か

ら約１カ月後，ＡＭＳⅢ法による後検便を行いＥ､Ｐ.Ｇ・

を算出し減卵率，虫卵陰転率を２群で比較した．なお，

後述の如く，駆虫から後検便に至る１カ月間には再感染

はないものと考えられた．

琵琶湖産小アユのメタセルカリア寄生状況：本地区の

感染源として最も重要な意味をもつと思われる琵琶湖産

の小アユを牧野稚鮎漁業組合で購入し，メタセルカリア

寄生状況を1978年３月９日より同年８月３日までほぼ１

カ月間隔で50匹ずつ経時的に調査した．小アユの体長は

この期間６～11ｃｍと極めて小さいため１個体ずつ丸ご

とホモジナイザーにかけ人工胃液消化法によりメタセル

カリアの分離を試みた．

成績

１．カマラによる集団駆虫成績

3.0ｇ投与群（Ａ群)，5.0ｇ投与群（Ｂ群）の減卵率，

虫卵陰転率をTablelに示した．減卵率についてみると

Ａ群では89.1％，Ｂ群では25.1％と平均値はＡ群で高く

統計学的に有意差がみとめられた．虫卵陰転率はＡ群で

78.6％，Ｂ群で40.0％となりＡ群で高かったが，統計学

的に有意差はみとめられなかった．

なお，カマラ投与後２日間の全便について濾便を行い

虫体の回収を試みたところ，Ａ群14名中６名（42.9％）

及びＢ群10名中４名（40％）より各々最高33隻または７３

隻の横川吸虫成虫が回収された．

２．琵琶湖産小アユの横川吸虫'メタセルカリア寄生

状況

治療対象・材料及び方法

調査地域：調査のおこなわれている今津保健所管内は

前報（ＫｏｊｉｍａｅＺａＪ.，1978）で図示した如く琵琶湖の北

西沿岸に位置し，滋賀県高島郡下の５町１力村で北は福

井県，西は京都府に接している．

カマラによる集団駆虫：今津保健所管内でも特に牧野

町,今津町,新旭町の琵琶湖周辺の住民に横川吸虫卵陽性

者が多かったので当地区住民を対象とし，1977年11月１

日より３日間にわたり集団駆虫並びに濾便を実施した．

ＡＭＳ．Ⅲ法（HuntereraJ.,1948）による集団検便で

横川吸虫卵が検出された24名を駆虫対象者とした．使用

薬剤のカマラの用量は３．０９と５．０９の２段階とし，対象
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TablelResultsoftreatmentofMeZαgo"〃"s-carrierswithkamala
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たが８月上旬では74％と高率に寄生をみとめた．

Fig.１には，７回にわたって検査した小アユの体長及

びメタセルカリアの発見された個体について度数分布図

を示した．３月～８月の期間，体長の増加は極めて緩慢

であり，被のう幼虫の発見された個体は体長の大きさと

無関係であった．

３．カワニナの横川吸虫セルカリア寄生状況

知内川河口付近に棲息するカワニナを1978年６月，７

月，８月の３回にわたってしらべた．結果はTable2に

示す通りである．６月，７月，８月とも横川吸虫のセル

カリアを確認し，琵琶湖で生活史が完全にまわっている

ことがわかった．特に６月採集のものが最も寄生率が高

く17％の高率であった．
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＊PositiveformetacercariaeofMelago〃ｊｍｎｓｇｏｋｑｇａｗａｚ

Ｆｉｇ、１Seasonaldifferenceofinfectionra‐

ｔｅｓｏｆＡｙｕｆｒｏｍｔｈｅＬａｋｅＢｉｗａ．

1978年３月９日より８月３日までほぼ１カ月間隔で検

査したが，７月には中旬と下旬の２回しらべることがで

きた．結果はＦｉｇ．１に示す如く，３月，４月，５月，

６月中旬の４回の調査ではいずれも横川吸虫のメタセル

カリアは発見されなかった．しかし，７月中旬，７月下

旬，８月上旬の調査では横川吸虫のメタセルカリアを確

認した．横川吸虫のメタセルカリアは大きさのほか，黄

褐色の色素穎粒の存在，Spineがウロコ状の形態をして

いること，腹吸盤が正中線をはずれるなどの特徴から他

のメタセルカリアとの鑑別は容易であったが，万全を期

すためイヌにこれを感染させ，２カ月後剖検により横川

吸虫の成虫を得た．

寄生率は７月中旬36％，７月下旬32％と比較的低かつ

考察

１．カマラによる集団駆虫

カマラを用いた横川吸虫の集団駆虫はこれまでいくつ

かの報告がある．著者の１人横川は協同研究者らととも

にカマラの集団駆虫について一連の研究を進めており

（横川ら，1963,1972,1973）本研究もその一環として

なされた．

これまでの報告ではカマラの投薬量と駆虫効果の間に

は必ずしも相関関係はみとめられていない．たとえば清

水（1969）はカマラ１９，３９，５９，１０９，投与群にわけ

て集団駆虫を実施した結果，その虫卵陰転率には有意の

差がみとめられなかったという．また，横川ら（1973）

（６４）
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|土秋田県鳥海村の集団駆虫では，カマラ5.09,7.59,

10.09投与群の３群にわけて虫卵陰転率，排虫者率，排

虫総数，減卵率を比較したが，いずれも一定の傾向がみ

とめられなかった．

今回はカマラの投薬量をさらに少なくし３．０９と5.0ｇ

投与群の２群で比較した結果，減卵率に有意差がみとめ

られたが，虫卵陰転率には有意差をみとめなかった．ま

た，濾便による虫体回収成績でも，両群の問に差を認め

なかった．但し，平均値は減卵率，虫卵陰転率とも3.09

の少量投与群で高い結果が得られた．著者らの２回にわ

たる結果を総合的に考えると，３．０９～10.0ｇ投与では，

投薬量を減少させても駆虫効果は減少しないことが明ら

かであるように思われる．

カマラの副作用に関しては，横川ら（1973）の報告と

同様，一部に頭痛，悪心，嘔吐，腹痛，腹部異和感を訴

えるものが認められたが，いずれも軽微でかつ一過性で

あった．これらの副作用は投薬量よりも個体差によるも

のの方が著しく、少量の3.09投与群にも若干ながらみと

められた．

２．琵琶湖産小アユのメタセルカリア寄生状況

今津保健所管内における住民の横川吸虫寄生状況は前

報（ＫｏｊｉｍａｅｒａＺ.,1978）で示した如く地域によって寄

生率に大きな差異がみとめられた．すなわち，琵琶湖周

辺の新旭町で８．２％，今津町浜分で12.1％と比較的高率

であるが，山間地の朽木村では０．９％と極めて低率で同

時に検査した蛆虫の寄生状況とは対象的な結果を示して

いる．一般に横川吸虫の住民寄生状況はアユの捕獲の関

係で上中流の河川沿い住民に高率にみられることが常識

(影井，１９６７；浅田ら，1957）で，今回のように湖周辺

住民に高率にみられるのはめずらしい現象である．地域

によってはウグイ，シラウオが主たる感染源であるとの

報告(鈴木ら，１９６３；吉村ら，1972）もあるが，この地

域ではむしろ琵琶湖特産の小アユが主要な感染源になっ

ていることが考えられる．

アユは一般には海と川を往復する１年魚であるが，琵

琶湖産のものはこれが大きく異なり，以下述べる２つの

生活史をとるものにわけられるという(宮地，1965）す

なわち，１つは，秋に河川で産卵され孵化した稚魚がそ

の年，川を下り琵琶湖で越冬し，翌春川を上り成長し秋

に産卵後死亡するもので，他方は，秋に河川で産卵され

孵化した稚魚がその年，川を下り琵琶湖で越冬した後も

翌年の秋まで湖で生活し，秋の産卵期に河川又は湖周辺

で産卵した後死亡するとされているこの後者の生活史

をとるものがいわゆる琵琶湖特産の小アユで，湖内では

成長が著しく抑制されるが性的には成熟する．この小ア

ユは早春から晩春にかけてアユ苗として全国の河川に放

流されるが，地元住民は春から７月いっぱい食用に供す

る．煮付け，串焼き，蒸し焼きにもするが，おどり食

い，泥酢のほか``ソロバン”といって小アユをぶつ切り

にし塩と酢で洗って大根おろしと一緒に食べたりするこ

とがあり，生食の機会も多い

琵琶湖の小アユについての調査は渡辺・堀井（1949)，

酒井（1954)，大島・西（1963)，影井ら（1974）の報告

がある．しかしこれらは，いずれも琵琶湖南部，東部の

調査がほとんどで，琵琶湖北西沿岸に位置する当地方と

は事』情が異なる可能性がある．

さらに，大島・西（1963)，影井ら（1974）は琵琶湖

産小アユが全国の河川への放流用あるいは養殖用に出荷

されていることを重視し，その公衆衛生学的問題点を中

心に論じているが，今回の著者らの調査では，琵琶湖周

辺住民の問でも横川吸虫寄生率は相変らず高く，地域住

民にとってもこの小アユが重要な感染源となっているこ

とが明らかにされた．

小アユのメタセルカリア寄生状況は前項で述べた如

く，３月から６月中旬までは全く寄生がみられず，７月

中・下旬は30％以上，８月上旬は70％以上の寄生がみら

れた．酒井（1954）の滋賀県蒲生郡島村における調査で

は２月から４月中旬まではメタセルカリアの寄生をみと

めていないが５月12日以降採集の小アユから寄生をみと

め，特に６月中旬から８月に採集した小アユからは１００

％寄生をみとめている．影井ら（1974）は３月採集の小

アユには感染をみとめていないが，４月，５月には低率

ながら寄生をみとめ，６月以降は高率に寄生をみとめて

いる．著者らの今回の調査結果は，これらの報告にくら

べメタセルカリアの出現時期が２カ月ほどおくれてい

る．これは，上記２つの報告がいずれも琵琶湖の南東部

で採集した小アユの調査であり，湖の北西に位置する今

津地方ではこれらの地域にくらべ水温の上昇時期が大分

おくれることによるものと考えられる．すでに述べた如

く当地域住民は小アユの生食の機会も多く，初夏から夏

にかけて小アユを介して集中的に感染するものと思われ

る．なお，８月以降小アユは禁漁となり，寄生率は高く

とも住民への感染の機会はなくなる．今回の資料でみる

限り住民への感染は７月中・下旬の小アユを介して感染

するのが主たる経路と考えられるが，６月採集のカワニ

ナからかなり高率に成熟セルカリアを確認しており，６

月の小アユについても充分な注意が必要であろう．

一方著者らが小アユを購入した牧野稚鮎漁業組合の小

（６５）
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大学医学部寄生虫学教室の牛丸あつこ，岡江理恵子嬢，

福岡大学医学部寄生虫学教室の吉野<に代嬢，メタセル

カリアの同定について御教示いただいた木船悌嗣教授に

深謝いたします．

なお本論文の要旨は第３１回日本寄生虫学会南日本支部

大会において発表した．

アユもアユ苗として全国の河川に放流されるが，その量

はあまり多くなく出荷量は滋賀県の５～10％にすぎな

い．出荷量は年により若干異なるが，２月下旬からはじ

まりおそくとも６月下旬には終る．著者らの結果からこ

の時期のアユにはメタセルカリアの寄生はみとめられて

いないしかしカワニナのセルカリア寄生状況を考える

と６月採集の小アユにもメタセルカリア寄生の可能性が

あるので，全国への拡散を防ぐため，放流用に用いない

方が望ましいと考えられる．
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まとめ

1977年11月１日から３日迄，滋賀県高島郡においてカ

マラを用いて横川吸虫卵陽性者の集団駆虫を実施した．

また，当地方の主要な感染源と思われる琵琶湖産小アユ

のメタセルカリア寄生状況を1978年３月から８月まで経

時的に調査する一方，第１中間宿主カワニナの調査を同

年６月，７月，８月，の３回行った．結果は次の通りで

ある．

１．カマラによる集団駆虫

１）減卵率はカマラ３．０９投与群で89.1％，５．０９投与

群で25.1％であった．

２）虫卵陰転率はＴａｂｌｅｌに示す通り３．０９投与群

78.6％，５．０９投与群40.0％であった．

３）カマラの副作用はほとんどなかったが，一部に一

過`性の頭痛，悪心，嘔吐，腹部異和感をみとめた．

以上の結果から3.0～5.09の投与量の間には効果の差

はみとめられなかった．

２．小アユのメタセルカリア寄生状況とカワニナのセ

ルカリア寄生状況

１）３月から６月までの期間に採集された小アユから

はメタセルカリアを確認し得なかった．

２）７月中旬以降採集の小アユからはメタセルカリア

の寄生をみとめ，寄生率は７月中旬３６％，７月下旬３２

％，８月上旬74％であった．

３）カワニナについては６月以降３回にわたって調査

したところいずれも横川吸虫のセルカリアを確認した．

以上の成績から，７月採集の小アユを介し感染するの

が当地方住民の主要な感染経路と考えられる．しかし６

月採集のカワニナからかなりの高率で成熟セルカリアを

確認したことから６月採集の小アユの生食もさけること

が望ましいと考えられた．

稿を終るに当り御協力いただいた新旭町役場職員，今

津町役場職員，今津保健所職員，御援助いただいた信州

（６６）
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i Abstract I
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AN EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON METAGONIMIASIS IN SHIGA PREFECTURE,

WITH SPECIAL REFERENCE TO THE MASSTREATMENT WITH KAMALA AND

INFECTION PATTERNS OF METACERCARIAE OF METAGONIMUS

YOKOGAWAI IN AYU (PLECOGLOSSUS ALTIVELIS)

FROM THE LAKE BIWA

Hiroshige AKAHANE

(Department of Parasitology, School of Medicine,

Fukuoka University, Fukuoka 814 Japan)

SOMEI KOJIMA, Kimito UCHIKAWA

(Department of Parasitology, Faculty of Medicine,

Shinshu University, Matsumoto 390 Japan)

Muneo YOKOGAWA, Hidekazu HATA

(Department of Parasitology, School of Medicine,

Chiba University, Chiba 280 Japan)

Fumitsugu KUSANO and Kiyonobu NISHIDA

(Imazu Health Center, Imazu-machi 520-16 Takashima-gun,

Shiga Prefecture, Japan)

1. Results of masstreatment with kamala for Metagonimus infection Twenty-four persons

were found to be positive for eggs of Metagonimus yokogawai by AMS III centifugation tech

nique when the pre-treatment stool examination was carried out for inhabitants in Takashima-

gun, Shiga Prefecture. They were divided into 2 groups : Group A was given orally a single

dose of 3.0 g of kamala, while group B was given 5.0 g of the drug. Ten gram of magnesium

sulfate was given as pregative 2 hours after administration of Kamala. Post-treatment stool

examination was carried out with AMS III centrifugation one month after the treatment.

The egg reduction rate of group A was 89.1 % but that of group B was 25.1 % ; cure rates

were 78.6 % in groups A, 40.0 % in group B (Table 1). No relation was found between the

doses and the effectiveness of Kamala for treatment of Metagonimus infection.

2. Infection patterns of metacercariae of M. yokogawai in Ayu from the Lake Biwa

From March to August, 1978, a fresh water fish, Plecoglossus altivelis (Japanese name :

Ayu) was collected monthly in order to examine infection rates of M. yokogawai metacercariae.

Results obtained were as follows : The infection rates of Ayu caught in middle of July, late

in July and early in August were 36 %, 32 % and 74 % respectively, but no metacercaria was

found from those caught between March and June (Fig. 1). While, the infection rates of the

cercariae in Semisulcospira sp. were 17 %, 2 % and 1 % in June, July and August, respectively

(Table 2).

Since fishing is preserved in the breeding season of Ayu (From August to December) in

the Lake Biwa, results mentioned above infected that the human infection with Metagonimus

in this area may be caused by eating raw fish of Ayu mainly in July.

(68)




